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この文は小林がここに初めて来てから 60年を経

た今、これまでにあったこと、先輩から伝えられて

きたことなど、瀬戸臨海実験所五十年史に記されて
ち.っと

いないことで、知っておいてもし、ぃ話題、一寸面白

い話などをまとめたものである。言E裁の順序は五十

年史に沿い、それを引き継し、だ。

第一期 1922～1935年

臨海実験所がここに設立されたときには、この土

地は大部分白浜σ瀬戸部から引き継いだもので、番

所山もどうぞということであったが、管理が充分出

来ないというので断ったそうである。決められた池

田岩治先生は御無欲であったのであろう。今から考

えると大変惜しいことであったo ここへは和歌山港

から大阪商船の客船に乗り4時間余で田辺港に着き、

それから実験所の船に乗って来なければならなかっ

た。しかし、近くには1300年前の日本書紀に記され

ている古来からの温泉（牟婁の湯）もあり将来の交

通の便も期待されたのであろう。なお、紀勢西線の

延長により白浜駅は1933年に完成した。番所山には

番所山臨海パークがあり、中の熱帯自鮒直物園（1933

年開設）は小ぢんまりしていたが熱帯系植物が多く、

温室や喫茶室もあったo 昔はここに高砂H藩の番所が

あり、外国船の臨見をしたところで、あった。

昭和4年（1929年） 6月に昭和天皇が臨海研究

所に行幸されたがこのときは戦艦長門で田辺湾に

来られ白浜桟橋に上陸された。町から研究所までの

山越えの道は、海沿いの舗装道路に変わり、それは

このとき急造されたものであったO この新しい道は

白浜桟橋から町までの既存の道に続くもので、あっ
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て、天皇は桟橋からの3kmほどの道を歩かれたの

で、あったO 最近ではもちろん車末lj用ということにな

り、今では考えられないことである。しかし天皇は

自然愛好家の生物学者でもあり、御足は鍛えておら

れたのであろう。天皇が休まれたところは木造平屋

建の特別研究室である。ここのトイレは特別で広く

出来ている。外人向けなのか？天皇も使われたので

あろう。本来は長期滞在の研究者家族用の間取りの

板張床で、広し明究室もあった。駒井卓先生をはじ

め、先生方の御進講の後、周辺諸小島付近の生物採

集に御出かけになられ、それに関わった小舟（お召

船）は現在も瀬戸の三所神社に保存されている。

瀬戸臨海実験所については次のような私の記憶が

ある。小学校6年（1941年）のとき、大阪の高島屋

で和歌山県物産展が行われていた。和歌山というと

何となく興味があって出かけたO そこに白浜に関し

た明光ノ〈ス提1共の絵はがき数種があった。その一つ

は瀬戸臨海実験所水族館指導のもので、熊野灘産珍

魚絵葉書（原色版）で海の動物（イツトウタヒ、 ト

ラウツボ、ツノダシ、フウライテフテフウヲ）を、

牧野四子吉岡白（京大銀物学教室で観的の絵を依頼さ

れてt齢、ておられた）カヰ齢、たものであったこと、最

近実駒斤の日誌で判明した今でもそれを保存してい

るが（実験所へ寄贈）、まさか大学以後に60年間に渉

って瀬戸臨海実験所に通い続けるなど全く考えも付

かなかった。本当に不思議な縁といえるであろう。

学生への臨海実習は1～2週間が普通で、あったそ

うで、ここは当時交通が不便なので陸の孤島同然、

いわゆる俗世を断ったところで、実習にはほとんど

休日もなく、一日中採集、観察を行っていて、教育



効果絶大で、あったようであったo訪れる人はほとん

どなく、稀に来られると大歓迎で、特に甘いものを

持って来られると皆大喜びであり、また駒井卓先生

は楽しみの一つで、ある食事の味の改善を指摘され

たこともあったそうである。白浜の街へ出るには山

越えか実験所の船で行かねばならなかったが、特に

郵便局へはよく行ったようである。手紙の出し受け、

送金の受け取りなど、であったが、局長の3人の娘さ

んが目当てともいわれていたとのこと、若い女性が

近くにほとんと守いなかったことが悩みであったよ

うであり、今では全く考えられないことである。魚

釣りはよく行われたが皆あまり上手くないし、トラ

ンプ遊びなどもそれほど何時もは出来ないなどこ

この生活に飽きがきて困ったそうである。なお、実

習の内容は生物採集、プランクトン観察、解剖が実

に多かったそうであり、他にウニの発生の観察など

も行われた。臨海実験所への往復は鉄道が来る前は

大阪から田辺へは客船、それから実験所の船という

ことで船酔いを起こす人も多く居られたといわれ

ている。初期の実験所へ来られた学生の中には色々

の人がおられたが、動物学者ヰ卒業計炎、法学部ぺ子か

れ、後に大阪の磐見総監になった鈴木栄二氏もおら

れた。山内年彦氏はナマコの研究をして居られ、実

験所の講師もされたが、麦藁帽、シャツ一枚、ステ

テコ姿で、紀伊半島を歩し、て一周し、ナマコを調べた

と言われていた。全く構わない方で、戦＆京都市の

教育委員をされたが、ラフな格好でお瞬を出して河

原町を歩いて居られたといわれている。私達の先生

クラスの学生時代は坊ちゃん扱いされていたり、意

外な所業があったりしていたそうである。また、教
信んじ

員には山本宣治氏もおられ、東大の動物学専ヰを終え、

京大の臨湖実験所や瀬戸臨海実験所の講師になら

れたが研究はほとんど行わず直ぐにやめ、労農党の

代議士になり社会運動を行い、後、暗殺された。1934

年9月22日室戸台風の襲来を受け、ガラス窓、建
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物の被害が甚大であり、海の生物も打ち上げられた

死亡個体が多く見られ、御幸道路、海岸道路も跡形

無しになったといわれている。水族館も被害を受け、

お客も来られないので一時休館になったo

第二期 1936～1945年

戦争に至るまでの記録はあまり知られていない。

実習は1945年4月まで行われていたし、研究活動

もその後も行われていた。 1941年12月8目、太平

洋戦争開始。 42年 4月、宮地伝三郎先生満6年の

白浜生活から京大へ帰られた。 42年8月、森主ー先

生はウミサボテン（コジキノマラまたはコジキノサ

オといわれていたが、天皇に駒井先生が御教えする

のに困って名前を変えられたといわれている）の研

究を続けておられたが、研究室内での夜間の伸長に

は成功しておられなかった。これについて、ある人

日く、それが夜中に伸びないのはホルモン不足？で

はないのであろうかと。

戦争末期 3～4カ月間、実験所回毎軍防備隊（杉

本分遣隊）により接収された。寄宿舎は兵舎になっ

たらしい。（なお、特別研究室の倉庫の中には元陸

軍の兵器入れの箱や電信機らしいものもあり、これ

は鞘釧太の深山重砲隣庁属の観t時撤等を、県か

ら払い下げられたもので、私が実験所に来た当初に

は寄宿舎の茶碗、灰皿の一部には元陸軍のものであ

る星印マークが付し、ていた）。水族館は武器庫にな

っていたといわれている。さらに実験所構内にかつ

ては独立した博物館があったが、ここも兵士の宿舎

になったということで、あったoまた海軍の高角砲陣

地が番所山上にあったらしい。さらに、実験所周辺

には今も海辺の岩壁に多くの洞窟様の大穴が多い。

これらは主に海蝕洞であろうが戦争末期にはその

内の大きなものは、拡大して洞窟陣地として武器を

運び込んで海岸防衛に備えたものであろう。戦争末

期の 1945年に入って B-29超垂曝撃機による激し



い空襲が関西地方にも度々行われた。防空情報なる

ものがラジオから放送されていて、尾鷲南方一、潮

岬上空通過、紀伊水道北上中など丁度空襲の通路に

なっていたので、あった。平草原の電波探知機（レー

ダー）基地、主主所山の高角砲の陣地なと守があって当

然で、あったので、ある。戦争末期には水族館も艦載機

に銃撃されたそうである。鞘走 11月下旬、陣地な

どは全て破壊され、軍は引き上げ実験所は返却され

たが、被害は甚大で復旧は困難を極めたとし句。

私が実験所に来る以前の話題

実験所と街を結ぶ海沿いの道がまだ出来ていな

いとき、町ぺ子くには山越えをしなければならなし、

か、または船で行かなければといわれていた。山越

の道には夏は必ずマムシがし、た（今でもいるという）
すえお

ということである。当時学生で、あった椎野季雄氏は

街の“角屋”に毎夜通っていたといわれていたそう

である。今は名菓などの販売だけで移転前の白浜警

察署のそばに移転してしまったが、当時は街の唯一

の喫茶店と伝えられていて、そこの娘さんがお目当

てだったそうである。同氏はその後、実験所の助手

になられたが、奥さんを同伴されて学生達から何か
ひが

と僻まれたそうである。もう亡くなられたが、学生

時代はやんちゃな人であったようで、愉快な、優秀

な、いい方で、あった。この同氏によるとかつて英国

の有名な植物細胞学者Darlington博士が夏に実験

所に来られたことがあったが、その際午後の昼寝の
や

とき素裸で寝ておられたので、自の遣り場に困った

と語っておられた。習慣の違いもあったのであろう。

実習のときなどは駒井卓先生は奥様と一緒に来ら

れ、旅館に、泊まって居られたこともあったともいわ

れていたが、実験所の宿舎の風呂には何時も奥様が

第一番に入られたとし、うことで、あった。男性より先

に風呂に入るとは怪しからんとこれも椎野氏が、あ

るとき先に飛び込んだのはいいが、水風呂で、あった
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という伝説も伝わっている。お会いする度これらの

話を思い出して可笑しくて仕兼がなかった。

第三期 1946～1955年

1948年2月、瀬戸臨海実験所自活農園が開かれ、

7月学生実習も再開されたが食糧難は大変であり、

亀の卵も料理された。

1948年春の臨海実習で、田辺湾内の海洋観測を

行うためJanthinaが学生の要望により南浜から船

出した。突風大波で、番所崎沖で岸近くに流され、

船のエンジンまたも故障し、修理に手間取っている

うちに船は岩礁地帯に構丘した。そのままでは岩に

ぶつかって船が破壊されることになるので、曳航さ

れていたObeliaに乗り組んだ者達11名（波部忠重、

山路勇先生と学生9人）は海へ飛び込んで岸へ泳ぎ

着かねばならなくなった。泳げない者もいて困った

らしいがとにかく皆助かったので、あった。井狩女史

は直ぐに舟板を外し、掴まる為に皆海に投げ、西五

社（字尾）女史は見事な抜き手を切って泳がれたそ

うである。第一番に実験所に報告された波部先生は

報告が済んだらばったりと倒れられたとのこと。警

察、役場、漁業会に援助を乞うなと守と大騒ぎで、あっ

た。結局Janthinaのエンジンの修理が出来て船は

助かったが、大波で Obeliaに積んだ観.tM機材、食

料、私物なと守は全て失われたので、あった。実習は中

止、夕方宿舎前で焚火をして金比羅さんに感謝し命

拾いの酒宴を開いたので、あったo夕食には雑賀船長、

浦さんも加わって慰労会になり、和やかに行われた。

これ以後、船は北浜からのみ出るようになり、海が

荒れると出さなくなって、特に、沖の四双島へは波

が静かなときしカ呼子けなくなった。

1951年春の実習で、内海富士夫先生日く、“ここ

は道場である。以前ダンスホづい夜中に行って小

さい町中の大評判lこなったことがある。注意するよ

う”と。この年から新制度生が来るようになった。



また、この頃から夕食後にYコロジー討論会（Yは

ワイセツの意で、巴cologyをycologyと摸った）が

始まった一一女性には一寸一九 一方、京都に帰る前

の晩にはズボンを寝押しすること（スジを付ける、

アイロンは一般化していなかった）が行われていた。

人里離れた所から京都へ帰るのも工夫がし、るのだ。

なお、難しい食料事情も反映してか、臨海実習の畠

島では貝食いが盛んに行われていた。 1953年春か

ら夏以後、 2,3年は小野喜三郎先生の番外の“第4

講座”（当時、動物学教室は3講座編成）が色々な

内容で開講されていた。

1953年7月10日からの臨海実習は人数が少なか

ったので、阪大の実習と合併して行なわれた。阪大

のものは生理関係が得意そうで、京大はそれが生態

であり、やはり大学の柑教が出てくるものだと思わ

れた。 2週間の実習を終え京都に帰る前の 18日、

物凄い豪雨があって夕方には海が黄色くなってし

まったO 降雨が川を通じて土砂を流し、また陸上の

土砂が直接海へ流れたもの等が加わったものであ

ったo海水が薄まり、それに敏感な水族館のイセエ

ビ、セミエピなどが死んで、しまったoその日の夕食

にはこれらが料理されて出たのであったo思いのほ

か美味しかった（そのずっと後まで時々こんなこと

がまた起きないかと食堂で話題になり期待したが

2度と起らなかった）。ところがその後の街からな

どの情報で、紀勢線がこの南海大水害で方々で分地庁

されて完全に不通になっていたことが判ったoその

聞に田辺港から海上保安庁の巡視船が和歌山港へ

特定の旅客を輸送することが判ったo

特定の旅客とは当時夏休みで女子生徒などが臨

海学舎に来ていたので、あって、この人たちの介助を

するなどと称して害仰込むことが出来たので、あっ

た。 20日6時発、巡視船は270トン余のハマチド

リ（戦争中の水雷艇「くす」で、いわゆるトンボ釣

り、すなわち墜落した軍用機の塔乗員を救助する仕
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事もしていた）であったo乗船後黄色い海には流れ

出たゴミなどが多く、紀伊水道への海はよく荒れ、

乗員からは海上に流れているかも知れない遺体に

注意して知らせて下さし、と言われたが、それどころ

でなく船酔い寸前で、あった。もちろん女子生徒の介

助ど、ころで、はなかった森主ー先生は早々に酔って船

底室で寝ておられた。やっとのことでづ和歌山港へ着い

て森先生をトップに陸に上がったが、しばらくは地面

が揺れてし活様U望書じた。次の行動まで特ってし、る聞

に、ふと見ると森先生が弁当を食べておられるのには
びっくり

吃驚した。船上では直ぐに酔われたのに、陸上では

すぐ回復してお腹が空かれたのであろう。その後和

歌山駅から無事京都に帰ったo紀勢線はその後も被

害甚大で、特に有国｜｜周辺で長く不通で、あった。

1953年頃は白浜の街の観光会館以外には鉄筋の

建物は無かったといわれていた。湯崎の丘の上のレ

ジャー施設ノ、イプレイランド（今はホテル、ンーモア）

のあったところはかつては製塩工場で、流下式の製

塩を行っていた。この製塩法は、上方から海水を流

すと、途中に置かれた多くの竹の枝の聞を通り、強

い日光により水分が蒸発してゆき濃厚な海水とな

り、これを釜で加熱して塩を採る方法である。その

正の下、天智、斉明天皇以来の古さを誇るといわれ

る崎の湯は、最近まで料金タダの露天風呂で海のそ

ばにあり、海からも自由に出入り出来る良いお湯で

あったo干潮時、採集のためこの前を歩くと女湯も

見え、思わず目をそらさねばならなかったO また、

臨海裏の洞門の向うの磯でヌード撮影が行なわれ

ていたこともあったo磯もゴミが無く、ヌードも椅
ひとけ

麗で、人気も無かったので、撮影が行えたので、あろう。

その頃は非常にのどかなもので、観光客も少なく、

実験所関係者は学生も含めて“臨海”と言えばどの

ホテルで、もタダで、入湯させてくれた良き時代で、あっ

た。しかし、他大学の臨海実習なと守が増えるに従っ

てこの特権の乱用等（旅館の下駄の履き帰りなど）



が問題になり入湯が難しくなって来た。当時海には

生物が非常に豊富であって、実験所の周辺はもちろ

ん、南の崎の湯の辺り、東の江津良海岸なども近い

のでよく採集に行ったものであった。今ではとよ、なく

なった生物資源保護のため“磯観察”といって少数

σ瀬本以トは採集しないが、かつては湖崩事義”とい

ってノサツ一柄勤植物の詐桝を採ったものであった。

この頃には、白浜と大阪を結ぶ水上飛行機、いわ

ゆる下駄履き機による航空路が設けられていたが

永くは続かなかった。スチュワーデ、スはいなかった

が、地上（水上）の係員は下駄履きであったとの伝

説があり、その所在は綱不知であった。当時ここは

真珠員の養殖が行われていて、やがて牡摘、そして

今はハマチの養殖が行われている。これらに因って、

やがて赤潮が多発し、過密な飼育や各種の有機物汚

染が原因と考えられ、規制や汚染減沙の努力がなさ

れて現在は赤潮も減ってきている。しかし、養殖筏

の沖出しも進み、現在は畠島の北周辺まで来ていて、

その影響も問題であろう（後述）。

実験所構内はマツ枯れの起る前は比較的若し、黒

松の疎林で、早春、ショウロ（松露、白い径1セン

チ前後のキノコでお澄ましに入れて美味しく食べ

られる）がとれた。その頃は松傘明曲松葉をダル

マストープのたき付けに使うために、当時の用務員

の社のおばさんが何時もかき集めていたので、土が

このキノコの適当な環境になっていたからであろ

う。この場所にはかつてベンチがおかれ、そばの実

習室から来て休むのに良い所で、あった。古い実習室

棟は小さな標本室と準備室が付し、た広い2部屋で、

入り口に近いものは大学院、外来研究者用、もう一

つが実習学生用であったといわれている。後には奥

の部屋回毎洋、分析の部屋になった。それぞれ真ん

中に大きな流し台があり、海水、淡水のカランが数

個あって皆が共通に使えるようになっていたにの

流し台の小型版は各研究室に造られていた）。ここ
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では小動物の小規模な飼育も出来た。窓際にはテー

プノレが巡らされていて解剖や顕微鏡観察が出来る

ようになっていた。院生が少なかったときは数人用

に衝立てで仕切られていたとのことであった。普か

らの照明用電気スタンドのコードが古くなって、使

用中海水をこぼすと電気がピリッと来ることもあ

ったo床はコンクリート張りであった。

昔の寄宿舎は木造のやや大きな平屋で、現在の図

書室の東側、広場の北側に小さな茂みがある辺りに

それがあった。宿舎の東側には用務員の夫婦の住ま

い、北側には和風の風呂場があった（初めの頃は井

戸水を使っていたので水不足で大変だった。 1955

年に水道が来て問題は解決したが、節水に注意が払

われている）。そして手洗い場、裏が炊事場、中央

に食堂、西側の大部分は畳部屋であって、その半分

位が2枚の壁で2つに仕切られていた。ここは応接

兼娯楽室と物置、及び一応、先生方や女性用の部屋
ふす容

であって夫々襖で2分されていた。そこの西側は大

部屋で襖で4分することが出来たが大抵は広いま

ま使っていた。この場所は実習学生や外来研究者の

寝泊まり、休息をする部屋であった（約30人収容）。

ここは大変開放的で、例議良時などは先生方も一緒に

いて、喋ったり議論したもので、京都の大学にいる

ときに比べると、それこそアットホームであった。

夏の夜は大抵 10時過ぎにはヤプ蚊に備えて蚊帳を

吊って寝ていた。しかし、先生の中には研究熱心で、

夜中の 12時頃目覚時計を鳴らし、起きて動物（ウ

ミサボテン）の観察に出かける森先生もいた。一寸

迷惑で、もあったが、研究であるので皆それを認めて

いた。また、夜、亀の産卵を見つけて知らせに来る

こともあり、直ぐに見に行く人も多かった。実験所

倉lj設初期の頃はこの卵を食べたこともあり、シロミ

が固まらないそうであった。なお、宿舎の掛け布団

の布のデザインは唐草模様のようであったが、実は

職皮動物のテズルモズルであって大変面白し、が、一



体誰がデザインしたのか全く不明で、、廃棄されてし

まい、現在のところどうも永遠の謎のようである。

寄宿舎の部屋の外側には雨戸があってこれを閉め

ると大変暗くなった。台風が来たときには昼でも閉

めねばならなかったo しかし、風通しがよく夏は涼

しかったが冬は大変寒かったo職員宿舎はかつては

この寄宿舎の東側に続いて二軒あったが、後に分離

して、私が来たときは木造平屋建てが別々に離れて

二軒あった。現在は使われていないが、中は老朽と

シロアリの被害がひどく、一号宿舎の方は、 10年く

らい前急に原因不明で自然に壊れてしまった。また

二号宿舎も、その数年後には取り壊されてしまった。
参~，，

今から数十年前の古い木造の宿舎の食事は賄し、

の辻さんが作っていた。大体が和食で、夕食はほと

んどサシミで、魚は辻さんが昼間、宿舎前の浜（田

辺湾側）でほとんど毎日行われていた地引き網を手

伝って手に入れたものを使ったものが多かったo地

引き網には色々な海の生物が入っていて大変興味

深かった。しかし二十年余で魚が捕れなくなり行わ

れなくなった。京都から来て 1,2日は刺身は大歓迎

であったが、これが2,3日以上続くと評半リが悪かっ

た。たまにカレーライスだと大いに喜ばれた。メニ

ューを変えるのは大変だったろう。食事が出来ると

社豊松さんは何時も先ず“お粗末ですが”と言って、

次いで“お食事（の用意）が出来ましたと言ってい

たので、口の悪いM氏から“お組松さん（遅待）”

とし、う津名がつけられた。ほとんどの実習でイカの

解剖が行われ、後はサシミになった。 1週間以上実

験所にいると悪いがこの食事に飽き飽きした。1954

年7月、かねてから懸案だった食費の値下げ交渉が

行われた。学生より発案し、教官側代表の意見も聴

取して統一戦線を作ったo市川衛先生は“そりゃあ

君、文句無いだろう。大体今晩出たのでも僕なんか

残すよ”と。これに対して辻さんは、”のう学生さ

ん、値段をなんぼにせえと言うて来るのは京大だけ
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ですぜえ、安うにさしといて白浜の町で何か買うて

食うたりするのあ弱し、者泣かせですぜえ“と頑張る

も及ばず、かくして値下げ羽歩は成功を収めたわけ

で、あったo戦；＆の貧困H新そを思わす一幕で、あった（後、

70年代には生活が豊かになりイ直上げが行われたので

あった）。このようなことから 1956年、学生の中の

二人（I氏と K氏）が自炊と称して街でサシミを買

って来、また貝を採り、ご飯も炊いて夕食を採った

が耳布生であったのか翌々朝から下痢し、翌日 I氏

は遣々の体で京都～帯ってしまった。 K氏は下痢し、

熱も出して数日休んだ。社さんはにやにや喜んだが、

動物学教室の必修の臨海実習を中途で辞職庁？で帰っ

てしまったので、教員の中では相当の物議をかもし

たようであった。以後実験所で賄し、が行われていた

聞は二度と自；伎はされなかったようである。この頃

から他大学の臨海実習も増えてきた。京大との大き

な違いは、大学にも依るが実習時の真面目さ、行動

の違いで、中には半分遊びの者もあった。もう一つ

の大きな違いは、殊に私大の場合、干しである水着

は京大のものに比べて派手なものが多く、その対比

が面白かった。私が同志社，ヘイ子って特に驚いたのは

服装の派手さの違いで、殊に女性に著しかった。現

在ではその違し、はほとんど、ないと恩われるo

第四期 1956～1964年

実験所の入り口付近も大きく変わった。回年ほど

前、初めは6,7車初コ御土産物屋、食堂など、で、あった。

露店の大仲（後、観光記念写真の号｜廊庁、今は廃屋

そして解体、更地化した）、別荘（今はマルキ民宿）、

乙姫プール晦女の水中ショウ、今はマリンハウス

マノレキの駐車湯）、雑賀屋、レストラン却醐礁、ショ

ウボート、食堂（今回毎底観う廿合の事手錠庁）である。

臨海実験所の正門は古い門柱を残して後退し新しし、

門が出来た。土地の一部を海沿いの観光用の道路と

して譲ったからで、ある。狭い旧遣は草蒸してほとん



ど判らなくなったさらに海の一部を埋め立てて町

営軍主宰場が出来、潜水古監型グ‘ラスボートも営業し始

め、今では流行っているダイビンググスクールの分

室も奥の方に出来た。グラスボートは、かつての程

ではないが海の中の様子を簡単に知るには適してい

るので乗客も多いのであろう。一寸制金が高いが。

増加する研究者の宿泊用に木造平屋建の楽学荘

(1958年建造）が建てられ、洋室と和室があり、

これは短期滞在型で、あったが、設備は整っていたO

ここには何回か泊まったことがあるが、大きな畳部

屋より小部屋、小さな洋聞の方が住み易かった。と

きにはゲジゲジやムカデ、が畳の聞などから出て来

ることがあったO しかし楽学荘は大改造して現在、

長期精主の大学院生の部屋になっているが、県道に

沿っているので、昼間は一寸揮官音が多いようである。

1958年頃、ロープウェイがかつては観光会館近

くと平草原展望台を結んで、存在していた。景色が大

変良かったそうで一度乗るつもりであったが乗り

そびれている中に廃止されてしまった。一時は臨海

地区へ延ばす言十画もあったらしし、が、若し出来たら

円月島が近く眺められて良かったとも思われるが、

一方台風のときは大変だろうと考えている聞に計

画中止になり、やがてすべてが無くなってしまった。

また、水族館の動物を主とした生態写真集（絵葉書）

が3干ま額出された（1958年4月～）。中々良いもの

であって、今後とも出版されることが期待される。

紀勢線の東、西両線が繋がれたのは 1959年であ

ったoそれより以前は聞がパス連絡で高いところの

山道を通って繋いでいて、所々に落ちた車の残骸が

見られたという一寸恐ろしいところで、ぜひ最終パ

スまでに通ってみたいと思っていたがその機会を

失してしまった。実験所へ来る国鉄のディーゼル化

は48年前のことで、それまでは蒸気機関車使用で

あったのでトンネルに入ると、開いていた窓を直ぐ

閉めねばならなかったoそれで、なくても京都から乗
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り継いで6時間余りかけて実験所に着いてみると
すす

顔が煤けていた。ディーゼノレ化されこれでやれやれ

とし、う事であり、 35年前には電化され、現在では

さらにこれが京都から直通3往復で3時間前後に

短縮した。しかしカーブが多い線で、乗り物酔いの

人が多いらしい。

1960年の頃には、夏の夜、旧研究室にいると電
がらす

灯の光に誘われて虫達がやってきた。窓硝子にぶつ

かる音により大小が判ったOカブトムシ、クワガ夕、

カナブン、コガネムシ等々、大きいときはすぐ見に

行ったoなかなか楽しいもので、あったo今ではこれ

らの虫はほとんど得られないものである。1961年7

月、臨海実習の学生により日刊“白浜実話”なるも

のが発行された（I氏著）。ウソかマコトかよくわか

らないが面白いものである。なおこのクラスの臨海

実習ノート（N) にはそれと、この実習期間の食

事の献立まで記してあったO 1963年3月には寒波

でフk温 12℃以下になって南方系のハギ類などが多

数仮死または凍死し、ウニで、もナガウニ、コシダカ

ウニ、タワシウニ、シラヒゲウニなどが多数死んだ

(1980年にも）。

水族館は 1964年に国立大学唯一の国営の水族館

になった。55年前には主に木造の建物であったが、

増築、増設、改築、鉄筋化、改修を繰り返し、現在

に至っているo ここの特ノ教は熱帯、 E索帯系の無脊

椎動物を多干載頁、多数飼育し、実験も行っているこ

とである。派手なショウは無く地味であるが、じっ

くり観察するには適しているであろう。かつて亀池

で、あったところには今、電子留微鏡もおかれている（！）。

なお、イワシクジラの骨格標本もあり、そのペニス

の乾燥標本には下記の歌まで、添えられていたが、や

がてビニールに覆われて見えなくなり、骨格標本は

新宿舎前に置かれて保存され、さらに現在は京都の

京大；総合博物館に収められている。歌は“そのかみ

は南氷洋の雄鯨の腰のあたりにおさまりて種



たやさじとかむりふりつとめしいさを人よ忘る

な”。これは時間隆先生の作といわれていた。替え

歌は“ひからびてかくも巨大なものなればすわ鎌

倉のときはし、かほど”。

第五期 1965～1974年

主として若い所員、長期滞在の独身者、院生のた

めの二階建て鉄筋コンクリートの宿舎、静修寮（2)

(1965年建造）も建てられたが、一寸手狭で、 2

階は夏大変暑く、 1階は湿気がひどいようである。

木立の中に有り、シロアリの害が問題であろう。ま

た海辺に大変近いので、夏の海浜のにぎわいが大変

やかましいようである。なお、楽学荘と静修寮の2

軒の建物は京都理学研究協会（司（旧臨海実験所振興

会を引き継いだもの）に依るものであり、ここにも

泊まったことが数回ある。

現在の番所山には南方記念館に行く途中にさま

ぎまな木々が生え茂っているO かつては番所山臨海

パーク（1933～1973年、前述）があった。戦争中

には閉鎖し、戦ゑ再開され、 1960年頃さらに手を

入れて、山へ動く道路を経て腿虫繍官（蛇類、ゾウ

ガメなど）、小動物園（アシカ、鳥類その他小動物

を飼育）を見せていた。このアシカl対毎に近い池か

らよく脱走して、ときには四国で発見されたことも

あったそうである。後に山の上に様々な化石の博物

館兼空中展望大食堂が建ち、その上に南の海の国々

のチキの神を模した像も付けられた。この像の崇り

ともいわれ、あまり流行らなかったらしく、やがて

台風で、大被害を被って廃業した。その他様々計画さ

れたようであるが中途半端に終わって全部が壊さ

れて現在は荒涼としているω。ただ以前に海上保安

庁の無人燈台が建設されている。また南方賞、財南言己念

館（1965年開館）は、昭和天皇が尊敬されておら

れた民俗、植物学者南方賞、助南氏の業績を称えたもの

であり、多くの参考資料、遺品などが展示されてい
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かタニわ

る。天皇が彼を偲ばれた御製碑も傍らに建っている。

また、1962年5月昭和天皇、皇后が行幸、啓された。

さらに、 1973年には皇太子殿下（今の天皇）も来ら

れた。周辺は高台なので見晴らしがよく、田辺湾全

体、白浜の街を含め犬海原がよく眺められ、天気が

よいと四国も見られる素晴しい景色のところである。

また、職員宿舎は三十数年前に8軒、木造、鉄筋

コンクリートで順次新築されたが、狭く湿気も多く

あまり快適でないところもある様である。古い前の

博物館の建物は、江津良にあった行幸記念博物館が

戦争中の 1944年に移設されたものであるが、私が

初めて入ったときは相当痛んでいて、 2階へ上がる

とぐらぐらして怖かったぐらいである。 1階にはス

キューバ潜水用の高圧コンプレッサ一室や研究室

があり、研究室は水族館担当教員や院生の研究室と

しても使用されていた。しかし夏、外来の研究者の

実験室が足りないときには1階で実験をしたこと

もあったが、使い勝手が悪く不便なところであったo

新研究棟が整備されるとともにここは壊されて、現

在は新しい宿泊棟になっているo2階にあった標本

類は危険なので1983年以後水族館の3階に移し、

現在そこで、整理が進められている。ラプカ、オオウ

ナギ、リュウグウノツカイなどはここの貴重な標本

である伍）。特別研究室は、多くの研究者により、私

も含めて研究室として使われて来て今に至ってい

る。手頃な部屋もあり火災に因って焼けた部分など

一部改造もされてきたが、歴史的な用具類の倉庫と

しても使われている。が、全体としてはやや荒れ果

てている。殊に最近はアライグマの被害が著しい。

天皇行幸記念の保存用の建物でもあり、研究室等の

不足も補っているO この前には麟矧があったが台風

で壊れ、今、藤は野生化している。

京大体育会のサマーハウス（6）は臨海実験所の中な

ので、夏期、宿舎が混んだときには分宿することも

あったoここは奥の方にあるので禾lj用者には判りに



くく、臨海実験所内をうろついて判らず、よく尋ね

られたもので、あった。山本虎夫先生夫妻が永く管理

人であって、臨海実験所を訪れた研究者の多くはこ

こに寄り、お酒を飲みながら研究の話をして居られ

たもので、あった。先生は勃貯雑誌“南紀生物”の倉IJ

始者であり、海の生物についてよく御存知で、多く

の研究者、学生は色々と教えていただいた時。しかし

お酒を飲み過ぎると一寸困ることが有り、それこそ

トラになられた。亡くなる2年程前、大阪淀川の傍

の娘さん夫婦のところぺ子かれたが、海の傍から離

れるのを大変嫌がられたそうで、あった。先生に良く

協調されておられ、自然保護にも熱心で、あられた奥

さまもそれから1年あまりで後を追われたとのこ

とで、あった。サマーハウスには夏休みなどは京大の

学生その他がよく宿泊していた。建物は古い臨海実

験所の寄宿舎に似ていたが、老朽化し、 2008年建

替えられた。木造であるが、京大の演習林の木材を

使った高床式の近代的な設備も備えた面白い建物

である。

図書資料保管庫は1965年完成され、この工事の前

に遺蹟が発見され以後各所で発掘調査が続いた。書

庫は当初から収容量を増やすため、本来の1階建て

を無理に2階構造にしている。すなわち天井が低く、

特に 2~儲日分は普通に歩くことが困難で、梁の部分

は頭を打たないように注意をすることが必須である。

そこにはプラスチックのスポンジが付けてあるが、

うっかりして頭を打ち、後ろに倒れたこともある。し

かし、図書の冊数は、海の生物に関する限り日本一で

あろう。整理もよくなされていて｛齢、やす川電子化

に因って雑誌は減ったが、現在はもちろん今後の図書

の増加に対してはさらに大きな建物が必要なことは

いうまでもない。是非実現して欲しいものである。

1967年臨海実習に来た女子学生の臨海実習学生

ノートの記事に依ると、宿舎のおじさん日く、”女

の方が動物学なんカ〉やって何になるんで、しょう。医
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学部ぺ子くんならまだ割合に多いでしょうがねえ。

どうも合点がゆきませんが、ほんとうにまあ、よっ

ぽど物好きでないとねえ、とにかく孤軍奮闘でがん

ばってください“と。一一物好きでない。見ていて下

さい。…・女子学生談。この男性の考え方、当時は一

般的かも、しかし現在では全く通用しない。セクハ

ラもいし、ところである。なお、旧宿舎では、一室が

女性用であったが、男性の目もあり、夏は閉め切ら

なければならなくて、大変苦しかったそうである。

1968年 7月、一学生が臨海実習中にぬけだし遊

泳していて、モーターボートに接触しスクリュウで

重傷を負い、輸血を必要とした大事故があり、遺憾

なことであったo

畠島実験地（26,529平方メートノレ）は1968年国

費で買い上げられた。臨海実験所当初より磯採集の

場として最高のところであったoここが神戸の大和

観光により白浜ハワイアイランドとしての観光施

設の建設計画が発表され、観光施設として開発され

かけたので、実験所員特に時間先生を中心に、地域

の自然保護関係の人々、全国の大学関係者共々反対

の大運動をした結果であったoその聞に町の一部か

ら強い反対も有り、様々な中傷、妨害も有ったそう

である。それは今で、も残っているらしいが、永い将

来を考えるとこの試験地の存在は極めて重要であ

り、その判り易い意義の公開も必要と思われる。こ

れらの詳しい経雄は大垣俊一氏の主催した

“Argonauta”関西海洋生物談話会，連絡誌3・

30・37(2001）に詳しい。その後 10年近い年月をへ

ているが、更なる検討、有効利用が必要であろう。

ここに買い上げ3年後に実験所分室がブロック造

り平屋建てでつくられた。畠島での磯観察にはここ

で講義が行われ、休息、昼食、標本整理などが行わ

れていて、かつては宿泊も可能であった。しかし、

地域の人（入会権有り）、観光客、特に夏の水泳客

がよく入島しているが、実験所から遠いので管理を



よく行うのが難しいのである。なお、この畠島周辺

の自然保護の為、時間先生は100年間（一世紀）調

査を提唱されたが、その一環とし今でも動物分布調

査が行われている。私のウニ卵を用いた海水汚染の

生物検定もその一つである。周辺での養殖で、防汚

剤（TBTO）使用の影響の可能性が心配である。現

在はこの類の使用が禁止されていて影響は殆どな

くなってきている。

臨海実習学生ノートは1972年7月で終わりにな

っていて復活が望まれる。この頃自主実習としてテ

ーマを決め、 2,3人のグループで行われることがあ

った。大学紛争の影響であろう治、臨海実習全体の

まとめとして、学生のまとめた問題点を挙げると、

ある種の“団体生活”である。実習の

E味1週間でも長いので“ダレ，，を起こす。ほとん

ど“スケッチ”のみでは？ 等である。また、感想

としては、海洋観測は良く期待されるが、海が知も

るとグロッキーになりやす川実習は楽しいより苦

しいことが多い。腹が減る、食事が唯一の楽しみで

ある（食事についての記事が特に多い）。等々。

1973年 7月、ハリサンショウニ、オカメプンプ

ク、ヒラタプンプクの大発生があった．環境汚染変

化の可能性が考えられる。日本海などではパフンウ

ニでもこの現象が見られた。

第六期 1975～1伺4年及ひ現在

1977年3月臨海実験所の円からの通路は簡単に

舗装された。その際、隅から昔の人の遺体（人骨）

が発見された。そのとき、発掘にあたり調査をして

おられた池田次郎先生が深い堀穴の底の骨の横で

平気で昼食をされたのには一寸驚いた。遺蹴周査は
陪巳

1981年にも行われ、製塩土器（土師器）などが出

てきた。その復刻品を水開店の前の池の傍に展示さ

れていたが、ときとともに壊れていったo悪戯で石

を投げたのか自然にであったのかはよくわからな
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い。この池には食用ガエルがいてよく大きな声で鳴

いていたが、今は干上がっている（η。

実験所内では、かつて松食い虫により松枯れ
ま

(1978年頃）が起こり、殺虫剤が撤かれたことも

あったが、他の多くの生物に対する悪影響が問題に

なり、中止された。やがて松はほとんど枯れてしま

った（松の紅葉）ので伐採された。しかし、その頃

の事務掛長は演習林の事務室に居られたこともあ

ってか、松、椿、梅、桜などの植林をされた唱。若木

が大きく育ってきて再び美しい松林となったが、最

近はまた松枯れが起ってきていて相当に枯れてき

ている。しかし、他の諸木の成長は良好で、防風林

としての役目は果たしている。

1989年 7月から 1ヶ月余、 Universityof 

Caliあmiaat S血 taαuzの ProfesffirJohn S. 

Pearseが奥さんVicki(Placo四 aの専門家）と子息

Devonを連れてガンガゼの生殖周期性について、

私と共同研究をする為に来られた。Devonは勉強を

奥さんに見て貰いながら、暇なとき手持ち無沙汰で

ボールを研究室内の壁にゴンゴン投げ当てていた

が、円月島の岩山に昇りたがったのには困った。ま

た蛇が好きで所内のシマヘビを手に巻き付けてい

た。その後にアメリカの大学で生物学を専攻し、蛇

の研究もしているとのことである。

実験所と街への海沿いの道路で、途中に山並みが

低くなっているところ（馬目谷）があり、磯もここ

は陸へ入り込んでいる。夏、特に夜はここを通ると

ヒヤッとした風が吹いてくることが多い。何でもこ

の辺は地元では幽霊谷ともいわれていて、三段壁で

飛び込んだ人の遺体が海流に乗って流れ着くこと

があったといわれている。これを知っていると通っ

ていても何となく気持ちが悪い思いをすることが

ある。なお、この道路は瀬戸漁協の辺りから実験所

までは台風などで海が知も、波が道路に激しく打ち

上ると通行禁止になることが多い。さらに荒れて江



津良まで通れなくなることもあった。 10年程前に 追記

は、江津良付近で堤防がくずれ、修理が行われたの コシダカウニを巡って

であったoこうなると実験所なと守は陸の孤島になっ

てしまう。数年前、かつての山越えの道を臨海の近

所の人による復活も考えられたが人手も少なく実

現困難であり、何とかして欲しいものである。

1996年9月の台風は予想、を裏切って白浜を直撃、

実験所にも大被害を与えた。赴任直後の白山所長の

部屋はガラスが破られて吹き抜けにされ、また寄宿

舎の窓ガラスも被害を受け、植木類も荒らされた・O

なおはるか以前から夏、白良浜で7月30日と 8月

10日に盛大な花火大会が行われてきている。前者

は打B、後者は白浜町主催であり、実験所からでも

多少見えない部分もあるが、結構楽しく鑑賞できる。

2009年 1月、私は古い学生宿舎（静修寮）の一

室を借りた。二階は夏暑いし、冬は下が寒いらしか

ったが、下の方にして当所を訪れた時に簡単な生活

をするようになったO しかし冬の寒さには参って一

年吋轍した。一方、温蘭七は進み、見たことのな

かった南方系のサツマゴキブリという丸っこく、黒

褐色の平べったい虫が野外に増え、海ではムラサキ

イガイが減ってミドリイガイが増加する等が起こ

っている。また、温睦化と関係はないが、最近、日

本各地でその被害が問題化しているアライグマの

害は、実験所でも特に特別研究室の半分くらし、が占

拠されたらしく、その糞害は、恐ろしいもので憤慨

に堪えない。また、 2012年8月末、南浜に暴力団

の男？が車で来て、音楽を大きく流していた後、刃

物を持っているらしいとなって、多数の警官が探し

廻り、実験所の関係者全てに対し危険であるから建

物の中に留まるようにという事になり、ヘリコプタ

ーも飛び回って大騒ぎになったo徐々に警戒も緩く

なり、翌朝早く番所山近くの海辺で彼の身柄が確保

され事無きを得た。
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コシダカウニの発生は、 1936年、小野田勝造氏

(1929年卒）によって．変態迄研究された。私は

1955年以来1970年迄このウニを用いた細胞分裂、

発生に関する研究を行った。当時は岸で小型だが多

数、容易に採集出来た。卵が比較的大きく、透明で、

受精膜が大きく（但し沖のきれいな海水で）、受精

発生の観察には最適のものである。生殖周期には半

月周期性があるらしく、生殖時期の大潮前後には卵、

精子が成熟していることが多い。しかし、受精の際

に、精子の数に注意しなしせ多精になりやすい。ま

た、環境条件に甚だ敏感であり、発生に異常を起こ

し易く扱いに注意を要する。私の生物検定には、そ

の結果にぶれがあって使うことは出来ない。ウニ界

のお姫様で、寿命は2,3年と思われ、美人薄命その

ものである。

1960年前後このウニが沢山採れた頃、他所の研

究者も数年間使いに来られた。慶応大遠藤善之氏

(1947年卒）の電顕による受精に関する研究（1958）、

都立大岡崎嘉代女史（奈良女高師卒）による嚢胆形

成に関する有名な研究等である。その後佐藤英美氏

(1951年卒）も使いに来られたが、後、名大菅島

実験所の所長として、ウニを中心とした細胞生理学

研究の優れた設備を整えられた。

現在はこのウニの個体数も極めて減っているの

で、実習には大切にして、デモンストレーションの

みにしてはと恩われる。

駒井文庫について

初代所長駒井卓先生の蔵書、文献の内、海洋生物

学関係などが書庫に収められているが、さらに未整

理な分が追加整理、製本された。これらは大切なも

のとして今後とも利用されるであろう。なお、先生

のダーウィン関係書は京大餅直書庫に、両生類関係



は広島大に、狸々蝿遺伝学関係は遺伝研に収められ

ている。その他の生物学全般、人類遺伝学関係は京

都の駒井邸に保存されている。これらは駒井先生の

系統分類学を始めとして視野の広さを示すもので

あろう。

動物系統分類学の日本に於ける中心のーっとし

て、瀬戸臨海実験所は北大の当該部門と共に大切な

拠点、であろう。分子喧伝学、バイオのE寺1-'Cになって

も、その基礎として、必須の分野である。

実験所において教育、研究に関連して、既に亡く

なられた方々にお世話になったことが沢山ある。そ

の思い出などを簡単に記しておきたい。

内海富士夫先生（1910～1979）研究一本槍の、全

ての人に非常に優しい方で、あった。分類に広い知識

を持っておられた。

時間隆先生（1913～2001）常に玉論を言われ、非

常に怖い先生であるといわれていたが、研究熱心な

方で、あった。また、白浜の自然保護に関しては、多

方面に大きな貢献をされた。その内の最大のものは

畠島の実験所の付属化による保全であったO なお、

亡くなられる前には、クシクラゲの分類に関して持

論を持っておられて、物凄い執念を示された。私は

非常にお世話になった。

渡部官重先生（1916～2001）非常に気さくな方で、

半分友達のように話して下さるので、ときには仲間

とともにからかったりしたことも有る。あるとき海

底観光船の波止場近くで‘海にはまったと言って来

られたので、乙姫プールの海女の水泳中の姿に大口

を開けて見とれたのでしょうと言ったら苦笑され

慌てて否定されておられた。これが流言飛語となっ

てしまった。またある臨海実習で、学生の一人が薄

い水着のポケットに、生きたタガヤサンミナシを入

れていたのを発見し、顔色を変え？あわてて「早く

それを捨てろ」と怒鳴ってことなきを得た。悪くす
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ると死に至るところで、あったo晩年に実験所に来ら

れたときに、夜、水施官の地階に転落され、腰に重

傷を負われたが、無事治られた。昔の水族館とは全

く変わっていたからでもあろう。

山路勇先生（1916～2α沼）＠）非常に気楽に話せる方

で、ずいぶん色々なことを相談した覚えが有る。写

真撮影がお得意で、とくにプランクトンの写真を基

に図鑑を作られたこともあったO

西村ヨ目先生（1930～2001）非常に広し、知識を持

っておられた。京大教養部に移られてからは執筆に

集中されたのは惜しいと思う反面、その著述は素晴

しかったが、早くなくなられたのは残念で、あったo

原田英司先生（1933～2α刷所長として、実験所

施設の整備や財政難の中、地域環境の保全にずいぶ

ん苦労された。非常にマメな方で、色々な資料が良

く整理されているのに出惑服した。この文を書くに

あたりずいぶん参考にさせていただいた。

以上の他、寄宿舎の食事時などには、方々の大学

の教員、研究者に出会え、色々な語らいで得るとこ

ろが極めて多かったと思われる。

私が最初に実験所に来させて頂いてから 60年を

経たが、ここで未だに研究、調査が許されているこ

とには大変感謝している。歴代の所長始め、所員、

関係者に厚くf事件し申し上げる。なお、倉IJ設以後の略

史の時期は“瀬戸臨海実験所五十年史 1922～1972”

京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所昭和47年9月

に倣い、引き継いだ。また、臨海実習学生ノート、

その他の諸文書などから転記したものもあるが、

一々挙げられないのでその使用を御許し願いたい。

水族館、実習船に関してはよく判らないので記さな

かったo他のより適した方が記されるであろう。

なお、ごく最近のことについては、記憶に新しい

ので、記さなかったO これらについては、後年続いて

記される方がなされるであろう。


